
●被爆７８周年原水爆禁止世界大会 ひろば 

ヒロシマ・ナガサキ・フクシマ・JCO・チェルノブイリを結んで ヒバクを許さない集い Part2２ 

 

 

 

 
昨年始まったウクライナ戦争は長期化し、終結が見えない事

態を迎えています。軍事力や核使用・その威嚇による解決はあり

得ないことは明らかです。一方、安保関連3文書を成立させ、「攻

撃能力」を明記した日本は平和主義から「戦争する国」に向かい

つつあります。 

Ｇ７広島サミットは核軍縮、核廃絶を何ら打ち出さず、核兵器禁

止条約には一切ふれることなく、むしろ核抑止力の重要性を強

調しました。これをどの様に受け止めるのか？「被爆の実相」を

知ってもらう企画はどの様に評価されているのか等々。木原省

治さんから、問題提起を受けます。また、ヒロシマの若者高橋悠太

さんから取り組みの報告を受けます。ウクライナ戦争を一刻も早

く止め、世界を核軍縮から核廃絶へと向かわせ、核兵器禁止条約に批准させることは互いに関連した重要な課題

です。同時に日本政府に核禁条約への批准を求め、大軍拡に反対していく為に、議論を深めましょう。 

岸田政権は、福島原発重大事故の国家責任を取ることなく、被害者を切り捨て、福島原発事故はなかったことに

して原発回帰へと大きく舵を切りました。末田一秀さんから問題提起を受けます。会場から、再稼働反対の取り組み

の報告、汚染水海洋放出反対と避難指示地域住民の健康補償の取り組みの報告、更に原発推進５０年と被ばく労

働者の現状と課題の問題提起を受け、原発回帰政策を皆の力で押し返していくために議論を深めましょう。 

 

 

 

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ プ ロ グ ラ ム ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 
あいさつ：木原省治（広島県原水禁常任理事） 

   第１部 止めよう戦争 
    問題提起  木原省治 

   ヒロシマの若者から報告 高橋悠太（カクワカ共同代表/ 核兵器廃絶日本 NGO 連絡会 事務局） 

   質問・討論・まとめ 

 第２部 止めよう原発回帰 
    問題提起  末田一秀（はんげんぱつ新聞編集長） 

   参加者の報告 再稼働反対、福島原発トリチウム汚染水海洋放出反対 

          避難指示地域住民の健康補償、原発推進と被ばく労働者 

   質問・討論・まとめ 

  

 

 ■主 催 原子力資料情報室・双葉地方原発反対同盟・原発はごめんだヒロシマ市民の会・ヒバク反対キャンペーン 

■問合先 〒731-5135 広島市佐伯区海老園 2-17-9 原発はごめんだヒロシマ市民の会 木原省治 

      ☎082-922-4850 fax082-922-4852 携帯 090-6837-8236 E ﾒｰﾙ gomenda@bronez.ocn.ne.jp

 

 

止めよう戦争・原発回帰！ 

 

 

 

 

広島サミットで「核のボタン」平和公園に持ち込まれる 


